
.8 15 15.2 15.4 -
し ％ 14.4

15.7 - - - - 0.0

02040100 安心して暮らせるための介護保険制度の運営
幸

いざという時に、頼れる相手がいる人の割合
2

69 73 74 75 76 -
福 ％ 68.8

72.5 - - - - 0.0

02040200 いきいきと暮らすための高齢者福祉の支援
暮

趣味の教室や講座に参加するなど、自ら学ぶ機会を持っている人の割合
3 ら

27.7 28 28.5 29 29.5 -
し ％ 27.6

27.5 - - - - 0.0

02040200 いきいきと暮らすための高齢者福祉の支援
幸

地域に役に立つ機会を持っていると感じている人の割合
4

30 33 36 39 42 -
福 ％ 28.8

30.7 - - - - 0.0

政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

１．基本施策の実現状況を明らかにする
(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｂ 最終更新日：平成28年04月25日 1頁

前期基本計画 平成２８年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０４ 長寿社会の安心と生きがいのための支援

高齢者支援課長  鈴木　常明

地域包括支援センター所長　三上 由美子

市民が幸せを実感し、健やかで笑顔にあふれ、互いに支え合うまちを目指すため、長寿社会の安心と生きがいのための支援

を推進します。そのためには、介護の必要な状態になった時でも安心して住み慣れた地域で暮らせるための介護保険制度の

適正な運営が必要です。また、多くの高齢者が｢睦大学｣や｢老人クラブ｣「コミュニティ活動」などに参加することで、生き

がいのある日々を過ごし、そして支援が必要な時も互いに支え合いながら適切な支援が受けられ、自分らしい暮らしを続け

られることを目指します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮 老後が不安なく過ごせると感じている人の割合

1 ら 14.6 14.8 15 15.2 15.4 -
％ 14.4

し 15.7 - - - - 0.0

幸 いざという時に、頼れる相手がいる人の割合

2 69 73 74 75 76 -
％ 68.8

福 72.5 - - - - 0.0

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

02040100 安心して暮らせるための介護保険制度の運営
暮

老後が不安なく過ごせると感じている人の割合
1 ら

14.6 14



状

慣れた地域で安心して

況

生活で

きる環境の構築

分

に取り組んでまいりま

析

す。

・安心して暮らせ

(

るための介護保険制度

２

の適正な運営を進めま

)

す。特にも介護保険制

 

度改革に係る適切な対

基

応や、介護予防

・日常

本

生活支援総合事業等の

施

体制整備に取り組みま

策

す。

・セーフティネッ

の

トである各種高齢者福

実

祉対策や、いきいきと

現

暮らすための高齢者の

に

社会参加等の支援を継

影

続します。

(２) 基

響

本計画期間内の取り組

す

みと方針のうち、平成

る

28年度の重点課題
・

社

介護保険制度の適正な

会

運営を図ります。

・｢

環

睦大学｣や｢老人クラ

境

ブ｣などに参加、生き

変

がいのある充実した日

化

々を過ごすことによる

(

、高齢者の生きがいづ

３

くりを支援

します。

・

)

事業所・ボランティア

 

・各種団体等との連携

政

を密にし、また地域の

策

皆さんがお互いに支え

と

合うことで、住み慣れ

の

た地域で

安心して生活

関

できる体制整備に取り

連

組みます。

(３) 基

性

本計画期間及び平成2

３

8年度重点課題に基づ

．

く優先順位の考え方
介

基

護保険制度、老人保護

本

措置等のセーフティネ

施

ットは当然のことです

策

が、健康寿命の延伸に

の

つながる、社会参加、

実

生きがい

づくり事業を

現

進めていきます。

に向けての取り組みを決定する
(１) 基本施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｂ 最終更新日：平成28年04月25日 2頁

前期基本計画 平成２８年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０４ 長寿社会の安心と生きがいのための支援

高齢者支援課長  鈴木　常明

地域包括支援センター所長　三上 由美子

・「長寿社会の安心と生きがいのための支援」では、介護保険制度の適正な運営が求められます。介護保険制度は持続可能

な制度を目指し、平

政

成27年4月に改革が

 

行われました。また、

 

介護予防・日常生活支

 

援総合事業等の体制整

 

備に対応してい

く必要

策

があります。

・睦大学

:

など、元気な高齢者の

基

社会参加、生きがいづ

本

くりも進んでいますが

施

、今後、高齢化率の加

策

速が予想されることか

:

ら

、地域で高齢者を支

主

える取り組みなど、持

管

続可能な介護保険制度

課

とするためにも、さら

長

に推進していく必要が

職

あります。

・当市は、

・

高齢化率は県内一低い

氏

ものの、団塊の世代の

名

６５歳到達により第１

関

号被保険者は急激に増

係

加しています。それに

課

伴って介護認定者も増

長

加傾向です。

・平成２

職

７年４月施行の「高齢

・

者保健福祉計画及び介

氏

護保険事業計画」の第

名

６期計画においては、

２

団塊の世代が７５歳以

．

上

になる2025年を

基

見据えた中長期的な視

本

点で、高齢者が住み慣

施

れた地域で安心して生

策

活できる環境の構築に

の

取り組んでいくも

のと

実

なっています。

・介護

現

保険制度の運営や高齢

に

者福祉の体制整備とと

向

もに、いつまでもお元

け

気で過ごしていただく

て

ための生きがい対策や

の

介護

予防の推進に、併

現

せて取り組む必要があ

状

ります。

政策のビジョ

を

ン「健やかで笑顔にあ

認

ふれ、互いに支えあう

識

まち」を目指すための

す

ミッションである「支

る

えあいの輪を広げ健

や

(

かで安心な暮らしを支

１

援する」ため、介護保

)

険制度の適正運営と高

 

齢者福祉施策を提供し

基

、セーフティネットを

本

維持しま

す。また、地

施

域のつながりによる相

策

互支援や生きがい対策

目

を推進します。

・平成

標

27年4月施行の「高

の

齢者保健福祉計画及び

進

介護保険事業計画」に

捗

基づき、高齢者が住み



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(４) 所管施策別事業計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ｂ 最終更新日：平成28年04月25日 3頁

前期基本計画 平成２８年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０４ 長寿社会の安心と生きがいのための支援

高齢者支援課長  鈴木　常明

地域包括支援センター所長　三上 由美子

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

02040100  安心して暮らせるための介護保険制度の運営
1

3,212,869 3,101,616 3.6 3,428,274 3,912,170 3,912,235 14,465,548

02040200  いきいきと暮らすための高齢者福祉の支援
2

203,106 101,264 100.6 82,631 82,834 83,007 451,578


